
ふるさと名品、旅行券

キャンペーンのご提案

日本経済新聞社
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【目的】 働く女性が、京都や金沢に行くような感覚で、週末旅行の行き先のひとつに「あなたの地
元」が選択肢に入るよう、具体的な旅行のイメージを作り、友人や家族との会話のきっかけを生み
出し「行ってみたい」というモチベーションをあげる。引いては永続的な旅行のイメージアップにつな
げる。

【対象】 お酒や食事、旅行に興味のある、高所得の女性の日経読者。「あなｔの地元」というキーワ
ードだけでは反応しない層に、「お酒」「オーガニック」「自然」「レストラン」などというキーワードでア
プローチし、魅力を知ってもらう。

【告知方法】
①「WOMAN EXPO TOKYO2015」日経ブース内でのチラシ配布
②あなたの地元の魅力を知ってもらうためのタイアップ記事を制作。タイアップ記事は日経電子版

日経WOMAN ONLINEに広告企画として掲載。（６月～）
③日経電子版ウーマンコーナー指定の広告掲載、女性を対象にしたターゲティングバナー
④日経WOMAN ONLINEに広告掲載
⑤日経ウーマノミクス・プロジェクトのFacebookでタイアップ記事の紹介

パッケージ合計金額 395万円（税抜き）

ふるさと名品、旅行券キャンペーン

日経電子版や日経WOMAN ONLINE読者および日経ウーマノミクス・フォーラム会員(10
万人)、WomanExpoTokyo2015来場者に向けたキャンペーンを以下の通りご提案いたし
ます。
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○趣旨：日経グループが持つ女性向けメディアを総結集し、自分らしく輝くすべての女性のために役立つ情報を
トークショー・展示などにより提供することで、女性がもっと活躍できる環境づくりを応援する。

○日 時：2015年5月23日（土）～24日（日）10:00～18:00 ※22日は17:00～（予定）
○主 催：日本経済新聞社、日経BP社
○会 場：東京ミッドタウン
○協 力：テレビ東京、BSジャパン、日経HR（予定）
○後 援：内閣府、経済産業省（予定）
○来場者数（予定）：10,000人、入場無料（一部有料セミナーあり）

※22日（金）は、「女性が活躍する会社」贈賞式およびレセプション・パーティを開催予定

ＷＯＭＡＮ ＥＸＰＯ ＴＯＫＹＯ ２０１５の概要

■展示会場
（ホールA)

26のブースが出展した展示会場は、
開場直後から盛況に。ビューティー
＆ヘルスに関する様々なサンプリン
グのほか、飛行機の座席展示、血
管年齢測定、隠れニキビチェックと
いった体験型ブースも人気でした。
各ブースを回ると抽選ができるスタ
ンプラリーの参加者も多く、抽選は、
1日目が約5,000回、2日目が約
5,600回引かれました（最高５回まで
抽選ができる仕組み）。

WOMAN EXPO TOKYO 
2014のプレイベントとして、
「女性が活躍する会社
Best100 2014」（日経ＷＯＭ
ＡＮ主催）の贈賞式を開催。
トップ３企業から、１位資生
堂の魚谷雅彦社長、２位住
友生命保険の橋本雅博社
長、３位日本ＩＢＭの志済聡
子執行役員にご登壇いただ
きました。贈賞式後の懇親
パーティーにも、受賞企業の
関係者や協賛社ほか、多く
の方々にご参加いただきま
した。

■ 「女性が活躍する会社
Best100 2015」贈賞式



②日経電子版ウーマンコーナー指定の広告掲載、ターゲティングバナー、タイアップ記事
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第1
ﾚｸﾀﾝｸﾞﾙ

第2
ﾚｸﾀﾝｸﾞﾙ

題字横

タイアップ記事（サンプル）【例１】あなたの

地元に在住の

天才醸造家に

スポットを当て、

一生忘れられな

い味のワインが

なぜ地元で作れ

るのかという話

を伺い、豊かな

自然をアピール

する。

【例2】森の中に

ひっそり佇む、予

約がとれない人気

店であり絶品フレ

ンチのシェフに聞

く魅力。

【例3】世界のセレブが愛する、

酒蔵に迫る。

女性がよく読む日経電子版ウーマンコーナーにレクタングル広
告を掲載し、その広告をクリックするとタイアップ記事が開くよう
に設定。あなたの地元の魅力を「美食」「酒」「スポット」で伝え、
ビジュアルやインタビュー記事で訴え、旅行へ誘引する。
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日経WOMAN ONLINE について
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私たちの問題意識の発露となったのは、2012年10月に世界経済フォーラムが発表した男女格差の国際調査でした。日本
の順位は135か国中101位と、先進国の中でも群を抜いて低いばかりか、シンガポール（55位）や中国（69位）よりも男女格
差があると評されました。同フォーラムによれば、日本において政治や経済への女性参画が進めば、GDPは最大16％底上げ
できると指摘しています。

女性が活躍すれば経済が活性化する－－－米ゴールドマン・サックスがウーマノミクス（Womenomics＝女性経済）の考え方
を提唱したのは2005年でした。日本経済は、「アベノミクス」により着実に回復しつつありますが、このまま成長軌道に乗れる
かどうかはこれからの成長戦略の成否にかかっています。女性の活躍がその一助になればと私たちは考えています。

【参考データ】 日経ウーマノミクス・プロジェクトとは

「日経ウーマノミクス・プロジェクト（NWP）」は、日経グループを挙げて女性の社会参画を応援する活動の総称で、
2013年の春からスタートしました。日本経済新聞や日経電子版を通じた的確な報道と世論の形成、イベントや
セミナーを通じた啓発、問題意識を共にする女性同士や社会的指導者層との交流を通じたコミュニティー形成
などがその柱になります。
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【急募！】企画⑤、5月23日に決定！恋する恋するカクテルに使用する
地元のフルーツやお酒の協賛募集中です！！

【その他企画案（カスタマイズ可能。ウーマンエキスポ以降の企画も沢山あります）】
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お問い合わせ先

日本経済新聞社 文化事業局 イベント事業部 石橋真実
mami.ishibashi@nex.nikkei.com
Ｔｅｌ：０８０－８１２８－5710
〒100-8066 東京都千代田区大手町１－３－７
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